
平成２９年１０月 

子供の未来応援国民運動推進事務局 

子供の未来応援基金について 



子供の貧困対策大綱 
（抜粋） 

（平成26年8月29日閣議決定） 

 子 供 の 貧 困 対 策 が 国 を 挙 げ て 推 進 さ れ る よ う 、 国 、 地 方 公 共 団 体 、 民 間 の

企 業 ・ 団 体 等 に よ るネットワークを構築 し 、 各 種 支 援 情 報 等 の 収 集 ・ 提 供 や

子 供 の 貧 困 対 策 に 関 す る 優 れ た 取 組 等 に 対 す る 表 彰 事 業 の 実 施 、民間資金

を活用した支援な ど官公民の連携・協働プロジェクトを 推 進 す る 。 ま た 、 こ の

よ う な 取 組 や 既 存 の 制 度 ・ 施 策 等 に つ い て 積 極 的 に 情 報 発 信 し 、 国 民 の 幅

広 い 理 解 と 協 力 の 下 に子供の貧困対策を国民運動として展開す る 。  

法律及び大綱に基づき、国民の力を結集して 

全ての子供達が夢と希望をもって成長していける 

社会の実現を目指し 

子供の未来応援国民運動を始動 

国民運動の一環で、 

誰もが子供の貧困対策のために行動し、 

また、民間同士が支え合える仕組みとして基金を創設 

子供の未来応援基金の創設 
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企 業 

大学等 

友人 
隣人 

任意団体等 

国、都道府県、市町村   

ＮＰＯ 
（例 豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵ 
 ネットワーク、 フードバンク山梨 
 等） 

親類等 

教育の支援、生活の支援等の各種施策 

困った時の助け合い 

貧困の状況にある子供等に 
寄り添って草の根で支援を実施 

国  民 「子どもの貧困を何とかしたい」と
思っている企業・個人等が、 
基金を通じて支援団体に 
協力を行っていただくことにより 
民間同士がつながる。 

 ⇒応援ネットワークの構築 

養育費等 

公益法人 

貧困の状況にある子供たちの抱える困難やニーズは多様であるとともに、貧困であ
るという自覚がなかったり、あっても表に出さないため、実態が分かりにくい。 
 ⇒一人ひとりに寄り添ったきめ細かな支援が難しかったり、必要な支援が届かないこともある。 

○地域単位で活動する団体が多く、
当事者に身近であるため、当事
者の状況を把握しやすい。 

○一人ひとりの状況に基づき、制度
の枠を越えて弾力的にニーズに
沿った支援や活動がしやすい。 

○しかし、零細運営が多く、ＮＰＯ等
同士でのノウハウの共有や横展
開が不十分 

子供の未来応援基金 

寄付等 
強化 
育成 

支援 

貧困の状況にある 
子供等 

共
助 

公
助 

互
助
・自
助 

民間資金を活用した支援が必要な理由 
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 子供の未来応援基金を 

他の財産と分別して管理 

子供の未来応援基金 

基金事業審査委員会 

基金の使途等を審査し、 
審査状況を公表することで、 
透明性・公平性を確保する 

日本財団と相互に協力し、 
PR活動や使途等に関する案作成等 草の根で支援を行うNPO等の体制を強化・  

育成し、支援の量的・質的な拡充を図る。 
（第一回の配分額は下記のとおり） 

※事務局の運営費用に基金は使用しない 

 
 
 

企業や個人 

≪国民運動推進事務局≫ 

未来応援ネットワーク事業 
寄付金 

①事業報告 

②税制優遇 

内閣府・文科省・厚労省 

管理法人 

助成金 

NPO等が 
公募に申請 

   

約８億７５００万円（９月３０日現在額） 

○ ５３５団体から申請のあった事業の中から、①計画性、
②連携とその効果、③戦略的な広報、④継続性の観点等
から審査を行い、８６団体を採択することとなった。 

 
○ 支援総額は約３億１５００万円であり、１団体当たり
平均約３６７万円を支援する。（事業類型別の整理は右
のとおり） 

子供の未来応援基金（未来応援ネットワーク事業） 

寄付総額 

事業分類 
団体数
（件） 

様々な学びを支援する事業 28 

居場所の提供・相談支援を行う事業 17 

衣食住など生活の支援を行う事業 18 

児童養護施設等の退所者を支援する事業 ８ 

児童又はその保護者の就労を支援する事業 ３ 

里親又は特別養子縁組の斡旋を実施又は支援する事業 １ 

その他、貧困の連鎖の解消につながる事業 11 
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 貧困の状況にある子供等に寄り添って草の根で支援を行っているＮＰＯ等に対して

支援を行い、社会全体で子供の貧困対策を進める環境を整備する。 

金銭を直接交付・貸与する 
活動は支援対象外 

子
供
の
未
来
応
援
基
金 

支援 

貧困家庭の子供等を支援
しているＮＰＯ等 

未来応援ネットワーク事業 
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子供の未来応援基金に関する活動実績 

平成２８年 

平成２７年 

平成２８年 

平成２９年 

平成２７年 ４月２日 子供の未来応援国民運動 発起人集会  ※趣意書採択 

１０月１日 
子供の未来応援国民運動 本格始動 
～内閣府、文部科学省、厚生労働省及び公益財団法人日本財団が 
  推進事務局を構成。寄付受付を開始。 

１０月１９日 
子供の未来応援国民運動 発起人会議   
   ※発起人一同より各界各層へ基金への協力を呼び掛け 

平成２８年 ２～３月 経団連において各種会議を通じ、基金への協力を呼び掛け 

 ６月２７日 
 ～７月２９日 

子供の未来応援基金による支援団体の公募実施 

１０月２５日 子供の未来応援基金による支援団体（ＮＰＯ等８６団体）を決定 

１１月８日 子供の未来応援国民運動 一周年の集い 

平成２９年 ２月１４日 経団連幹事会講演において、加藤大臣（当時）より基金への協力を呼び掛け 

５月３０日 
日本商工会議所において、全国の商工会議所宛てに基金への協力を呼びか
ける通知発出 

１０月 
独立行政法人福祉医療機構が推進事務局に加入。子供の未来応援基金管
理法人となる。 

※ 平成28年１月以降、随時事務局において広報・募金活動や民間企業等へ協力依頼を実施 5 



「子供の未来応援基金への御協力について」（平成２７年１０月１９日） 
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御支援いただいている企業･団体 
※現在、国民運動HPに掲載させていただいている企業・団体です。その他にもたくさんの企業・団体から御支援をいただいています。 
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■イトーヨーカドー全172 
 店舗の会計レジにおいて、 
 平成29年3月～5月の３か 
 月間募金活動を実施いた 
 だきました。 
 昨年も平成28年３月～ 
 ４月半ばにかけて御協力を 
 いただいています。 

の継続寄付者も含め多数の個人の方から御寄
付をいただいています。 
レジットカードの継続寄付者も含め多数の個人の
方から御寄付をいただいています。 

その他の御支援 

      
 

 

■ポイントプログラム「ｄポイントクラブ」の  
 利用メニューに、子供の未来応援基金への寄 
 付メニューを創設いただきました。 
   (平成28年１月～) 

 
 
 
 
 
 
 
 

㈱NTTドコモ ㈱イトーヨーカ堂 

平成28年６月８日に、狭山市在住の河野経
夫・敏子御夫妻から４億円の御寄付をいただ
くなど、クレジットカードの継続寄付者も含
め多数の個人の方から御寄付をいただいてい
ます。 

 

 

 

 
河野経夫氏に安倍総理から感謝状を贈呈 

      
 

新宿門、大木戸門付近の２ヵ所において、募金箱等を設
置し、昨年度約110万円、今年度約146万円のご寄付を
いただきました。昨年度約110 
万円、今年度約146万円の寄付 
 
 
 
 
 
 

桜を見る会における広報啓発活動 

店頭ポスター 
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子供の未来応援国民運動 一周年の集い 

■平成28年11月8日(火)、総理官邸において、安倍総理及び加藤内閣特命担当大臣をはじめとする関係閣僚や、 
 これまで国民運動に御協力いただいてきた企業、子供の未来応援基金による支援先団体などが一堂に会し、 
「子供の未来応援国民運動 一周年の集い」を開催しました。 
 （集いの全体概要は内閣府HPに掲載http://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/kokuminundou/tsudoi.html） 

子供たちへのメッセージを、支援の現場で活動している
方々に託す安倍総理 
（写真左）モデル・女優の高橋ユウさん 
（写真右）支援の現場で活動されている玉木絵梨さん、 
     山田友樹さん 

■議事次第 
1.日時 平成28年11月8日（火）17:30～18:30 
2.場所 総理官邸２階大ホール 
3.次第 
（１）内閣府特命担当大臣挨拶 

（２）発起人代表挨拶 
（３）国民運動推進事務局からの報告 
（４）企業代表に対する感謝状贈呈 
（５）基金により支援を受けるＮＰＯ等の活動報告 
（６）子供たちを支援する若者からの活動報告 
（７）内閣総理大臣挨拶 
（８）内閣総理大臣から子供たちへのメッセージ 

挨拶をする安倍内閣総理大臣 国民運動発起人代表として挨拶をする 
旭化成株式会社取締役会長 伊藤一郎様 

■集いでは、安倍総理が、子供たちへのメッセージを、 

 支援の現場で活動している方々に託しました。  
 メッセージには、子供たちに寄り添って支援されて 

 いる方々への敬意とともに、「周囲に支えてくれる 

 人が必ずいる。好きなことに思い切りチャレンジし 

 てほしい」という子供たちに向けたエールと、子供 

 たちを応援するという強い決意が込められています。 
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国民運動推進事務局 

未来応援ネットワーク事業 

 

NPO等が草の根で実施して
いる子供の貧困対策事業に
対し、新規事業立ち上げ・
基盤強化を目的として資金
提供を実施。 

【構成】内閣府、文科省、厚労省、独立行政法人福祉医療機構 
    （業務によって他の主体が加わる可能性あり(※)） 

【主な任務】 
①基金を含む国民運動事業全体の企画立案及び推進 

②基金を含む国民運動事業全体の広報の企画及び実施 

③支援情報の一元的な集約・提供（ポータルサイトの運営等） 

④支援活動とニーズのマッチング事業（マッチングサイトの運営等） 

⑤未来応援ネットワーク事業における公募の実施 

⑥未来応援ネットワーク事業における支援先及び支援内容の選考

基準等の作成 

子
供
の
未
来
応
援
基
金 

基金事業審査委員会 
主に次の事項を審査する。 
・未来応援ネットワーク事業による支援先及び支援内容等 
・支援先選定のための公募方法及び選考基準の決定 
・その他委員会の審査が必要と認める事項 

独立行政法人 
福祉医療機構 

 平成27年10月より、多くの企業や個人からいただいた寄付金は公益財団法人日本財団に置く
基金として管理してきたところ、平成29年10月中に国民運動推進事務局の構成を変更し、基金
の管理は日本財団に代えて、公募を通じて選定された独立行政法人福祉医療機構が行うこととす
る。引き続き、基金運営の透明性・公平性の確保のための「基金事業審査委員会」を国民運動事
務局に置き、未来応援ネットワーク事業を強力に推進する。 

概 要 

 ※10月30日までは日本財団において寄付受入を行い、10月31日に福祉医療機構における寄付受入を開始する。 

基金管理運営体制 
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